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就職不安が入職後の適応に与える影響
一短大卒生 と四大卒生 との比較を交えて一

中 島 由 佳

要 旨

本研究は、就職活動中に感 じた就職不安 と入職後の初期適応 との関係について、①就

職活動中の不安 と入職後のス トレスお よび就職への満足感 との関係、 さらに②入職後の

ス トレスおよび就職への満足感を統制 した後の、就職活動中の不安が入職後の抑 うつお

よび転職願望、退職願望に与える影響、の2側 面から検証 した。女子大生に対 し、就職

活動中および入職3～5カ 月後の2回 、質問紙調査 を行い、有効回答が得られた短大生

(入職後は短大卒生)124名 、四大生(入 職後は四大卒生)112名 のデータについて分析

を行った。重回帰分析の結果、短大卒生、四大卒生 とも、職場不安が能力欠如感ス トレ

スを除く入職後のいずれのス トレスに有意な負の影響を与え続けていること、過度の負

担ス トレスが抑 うつを有意に予測することが明 らかとなった。 また、四大卒生のみにお

いて、就職活動中の職業適性不安お よび職場不安が、就職への満足感に対して負の影響

を与えること、就職活動不安が転 ・退職願望を抑制することが明 らかとなった。就職活

動中の就職不安が入職後の初期適応に影響 を持ち続けることを踏 まえ、特 に職場不安、

職業適1生不安を緩和するための介入の必要性が示唆された。
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問題と目的

Levinson(1978)は 、未成年期 から成人期へ の移行においては、生活構造の中心は、

職業の選択 を経て職業に重点が置かれるようになることを論 じている。産業革命以降、

社会構造 が複雑化するにつれて、将来の職業を選択 し、成人社会の一員となるための教

育 ・準備期間が必要 となり、20世 紀初頭 に青年期は出現 した(白 井 ・都筑 ・森,2002)。
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しか し、職業訓練 としての当初の教育の目的か ら高度に発達 した現代教育においては、

学校生活 と職業人 としての生活構造 は著 しく異なるものとなった。高等教育を含め、学

校生活からは職業人 としての生活をうかがい知ることが難 しく、職業人 としての生活が

実感を伴って見えてこない。ここに現代の就職の難 しさがある。中央教育審議会の答申

(文部科学省,2001)に おいて も、将来就 きたい仕事や自分の将来のために学修を行 う

意識が国際的にみて低いこと、 このため働 くことへの不安を抱えたまま職業に就 き、適

応 に難 しさを感 じている状況があることが述べ られ、大学 と社会 との接続への意識を強

めることが必要とされている。 しか し、「就 きたい仕事」への意識の酒養だけでは解決

しがたいほど、新規卒業者(新 卒)を 取 り巻 く雇用情勢は複雑 さを増 している。

バブル崩壊後の不況 を受けて、我が国では、新卒を正規従業員として一括採用する従

来の雇用形態か ら、ある一定の割合で非正規雇用 として雇用することが定着した(厚 生

労働省,2013)。 非正規雇用の場合、正規雇用への移行が困難であること、雇用条件を

始め とする社会経済的な不利などが報告されている(総 務省,2013)。 加 えて、正規就

職者にも就業時間等 における厳 しい労働環境が懸念 されている(総 務省,2010)。 その

ような社会情勢の中、就職 しなければとの強い焦 りが学生にはある一方、就職の可能性、

自分の職業的適性、就職後の生活など、職業選択に関しての不安 を解消できないまま、

就職活動 を行っている現状が依然としてあ り、就職活動を 「辛い ・大変」と感 じる学生

も半数以上に上る(リ クルー ト,2010)。

このような職業選択 にまつわる不安、つまり就職不安を藤井(1999)は 、"職業決定

および就職活動段階において生 じる心配や戸惑い、ならびに就職決定後における将来に

対する否定的な見通 しや絶望感"と 定義 している。

就職不安は、就職活動中の適応 との関係(藤 井,1999)、 進路不決断 との関係(清 水,

1990)、 自己効力や就業動機 との関係(瀬 口,2008)な ど、就職活動の枠組みの中で検

証 されることが多い。 しか し、就職不安の特徴 は、実際にその職業について職場で働 く

まで自分が選択 した職業の良否が分か らない 「最終決定の是非のあいまいな意志決定」

という点にある(Gati,1986)。 石本 ・逸身 ・齊藤(2013)も 、就職不安は就職活動中の

みならず、就職が決定 した後 も影響 を及ぼし続けることを明 らかにしてお り、さらに、

「この ような不安を就職するまで抱 き続けることが、実際に就職先への適応 を阻害 し早

期離職の一要因となる」可能性 についても示唆 している。

就職 してか ら職務 ・職場へ と適応 してい く初期の過程、いわゆる初期適応の難 しさは、

離職率の高さか らもうかが うことができる。中卒の7割 、高卒の5割 、大卒の3割 が3

年以内に離職することを指す 「七五三現象」 という言葉 に表される短期離職者の増加、

転職率の高さを、その一端に帰する向きもある。 このため、初期適応の過程 について、

これまでに様 々な研究が行われてきた(例 えば安達1998b;榊 原,2000な ど)。
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さらに、就職活動中の心理や行動が初期適応に与える影響についても、研究が蓄積 さ

れつつある(例 えば中島2012;若 松,1995)。 中島(2012)は 、就職活動中に抱いた

キャリア志向が入職後の初期適応に与える影響について報告 している。就職活動の目的

は内定を得ることではあるが、当然ながら就職 して後の仕事や対人関係、職場環境への

期待 と不安を抱 きつつ、就職活動は進められる。 しか し、初期適応 と就職活動中の就職

不安に関しては、入職後の適応に影響 を与え続ける可能性が示唆されながらもこれまで

検証が行われてこなかった。

また、就職不安には、就職活動自体についての不安とともに、自分の職業的適性に関

する不安、将来の職場 に対する不安など、様々な側面か らなることが これまでに報告さ

れている(藤 井,1999;松 田 ・永作 ・新井,2008)。 就職活動不安は就職活動中のス ト

レスや抑 うつに関係 しているとの報告がある(藤 井,1999)が 、入職後の適応に対 して

はどのような就職不安が影響 を持つのかを検証することは、今後の就職支援に資する。

そこで本研究では、就職活動中の不安 と入職後の適応お よび早期転職 ・退職願望 との

関係について、就職活動不安、職業適性不安、職場不安の3因 子か らなる藤井(1999)

の就職不安尺度を用い、検証することとする。入職後の初期適応の指標 としては、ス ト

レス、就職への満足感、抑 うつ、および転職願望 と退職願望 を用いる。

不安が、その不安 に関係する将来の出来事についてのス トレスや抑 うつの予測因にな

りうることは、一連の研究により報告 されている(Judah,Grant,Mills,Lechner,Slish,

Davidson,andWingate,2013;Misri,Kendrick,Oberlander,Norris,Tomfohr,Zhang,and

Grunau,2010)。 就職においても、就職活動中に抱 く、職場への適応や職業的な適1生に

ついての不安が高い場合、就職 して後のス トレス、ひいては抑 うつなどの精神的健康に

影響することが考えられる。

さらに、不安は解釈バイアスとも関連 し、他者 とのかかわり等における社会的不安が

高い場合、例えば他者の行動をネガティブに解釈することが報告されている(五 十嵐 ・

木下 ・嶋田,2007)。 職場や自己の適性についての不安は、職場での出来事に対してネ

ガティブな解釈を引 き起こし、ス トレスを高め、また入職 して問もない時期の初期適応

を阻害する可能性がある。

本研究では、女子大生の就職活動お よび初期適応に焦点づける。女子学生は結婚 ・出

産などをも含めた幅広いキャリアの選択肢 を持ちつつ就職活動 を行う(村 松,2000)こ

と、企業からの募集や採用、入職後の昇進などにおける男女差が女子の就職活動に男子

とは異なる影響を与 える(渡 辺 ・中村,2004)こ と、また対人志向である関係性を求め

る傾向は女子 に顕著である(Eccles,1987)こ となど、女子の就職活動の独 自性がこれ

までに示 されて きたためである。また、短期大学生(短 大生)と 四年制大学生(四 大生)

は、入学 してか ら就職活動を開始するまでの期間、就職活動の年齢とそれに伴う成熟性

一205一



大手前大学論集 第14号(2013)

など、様々な相違があ り、それが就職不安や入職後の変数に影響 を与えることが考えら

れる。

上記の議論を踏 まえ、本研究では短大生(入 職後は短大卒生)と 四大生(入 職後は四

大卒生)そ れぞれについて、①就職活動中の不安 と入職後のス トレスおよび就職への満

足感との関係、さらに②入職後のス トレスおよび就職への満足感を統制 した後の、就職

活動中の不安が入職後の抑うつおよび転職願望、退職願望に与える影響、の2点 につい

て検証 し、比較を行 うこととする。

方 法

就職活動 を行 った大学生、短期大学生 に対 し、就職活動中、入職後に質問紙調査を

行 った。

Time1(T1)就 職活動中

調査時期 と対象者2004年3月 に卒業予定の近畿圏お よび首都圏の短期大学2年 生

251名(1校)、 大学4年 生の女子217名(11校)を 対象に、2004年1月 か ら3月 にかけ

て質問紙調査 を実施 した。質問紙の回収は、短期大学では授業中に質問紙を配布 し授業

終了後に回収、大学では授業中に質問紙を配布 し授業終了後に回収、ゼミでの留め置 き、
12

メールなどにより行われた。また、氏名、連絡先を明記 してもらい、就職状況について、

質問紙回答の時点で就職が決定していなかった者に対 しては2004年4月 に問い合わせた。

質問紙の回収率は91.23%で あった。入職 を希望せず就職活動 を行っていない者および

就職状況が不明な者の回答、無効 回答 などを除いた結果、有効回答は394名(短 大2年
ヨ

生222名 、大学4年 生172名)で あった。

質問紙の構成 フェイスシー トに加え、就職活動中に抱いた就職に関する不安につい

て測定を行った。就職不安の測定には、就職活動そのものに関する不安である"就 職活

動不安"、職業に対する適性 に関する不安である"職 業適性不安"、 および将来の職場 に

対する不安である`職 場不安"の3因 子からなる、藤井(1999)の 就職不安尺度を使用

した。就職不安尺度は構成概念妥当性が確認されてお り、信頼性 は各下位尺度の α係数

1第1回 ～2回 の各調査とも、メールによる質問紙への回答を希望した対象者には、指定されたメー

ルア ドレスに質問紙を添付書類 として送信 し、回答されたものを再び添付書類として返信 しても

らった。

2本 研究の調査は、個人情報保護法の制定(2005年4月)以 前に開始されたが、心理学研究の倫理

に従い、各調査とも、調査対象者の氏名、連絡先などの個人情報が外部に流出しないよう管理には

細心の注意を払い、また調査以外の目的にはこれらの情報を使用 しなかった。

3T1の 調査対象者394名 の うち、就職決定者(258名)と は、教育機関への報告、質問紙への回答に

おいて正規雇用を申告 した者を指す。また就職未決定者(136名)は 、パー トタイム労働やアルバ

イトなどに従事する、いわゆるフリーターを含む。
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が.76～.85で あった(藤 井,1999)。 すでに就職を決定 していた者 に対 しては"そ うだ"

などの過去形の表現、就職活動 を継続 していた者 に対 しては"そ うだった"な どの現在

形の表現を用いて測定し、尺度の中の就職活動不安7項 目、職業適性不安4項 目、職場

不安4項 目について、"かな りそ うだ"か ら"そ うではない"ま での4件 法で回答を求め

た。

Time2(T2)入 職3～5カ 月後

調査時期と対象者 第2回 目の調査時期 は、新規入職者が研修などをほぼ終え、各職

場にほぼ配属 され終えた時期である2004年7月 ～9月 に実施 した。質問紙 はT1の394

名に対 して、郵送およびメールにより送付 ・回収された。275名 か らの回答があ り、質

問紙の回収率は69.80%で あった。就職 しなかった者の回答などの無効回答などを除い

た結果、有効回答は236名(短 大2年 生124名 、大学4年 生112名)で あった。

質問紙の構成 フェイスシー トに加え、就職後、職場での業務において感 じたス トレ

ス(職 場ス トレス)、抑 うつ、仕事や職場に関する満足度について測定を行った。職場

ス トレスの測定には、対人関係ス トレス、妨害的要素ス トレス、過度の負担ス トレス、
4

能力欠如感ス トレスの4因 子からなる河野(2002)の 職場ス トレス尺度を使用 した。職

場ス トレス尺度は構戒 概念妥当性が確認 されてお り、信頼性は各下位尺度の α係数が.70

～.79であった(河 野,2002)。 尺度の中の対人関係ス トレス9項 目、妨害的要素ス トレ

ス6項 目、過度の負担ス トレス3項 目、能力欠如感ス トレス4項 目について、"強 いス

トレスを感 じる"か ら"全 くス トレスと感 じない"ま での5件 法で回答を求めた。

抑 うつ につ いて は、20項 目か らなる 自己評価式抑 うつ尺 度(SDS;福 田 ・小林,

1983)を 使用 し"常 にそうだ"か ら"ほ とんどない"ま での4件 法で回答 を求めた。20

項 目の合計点を抑 うつの度合いを示す得点 とした。また、就職への満足 として、仕事へ

の満足感、職場についての満足感、職場の人間関係への満足感についてそれぞれ"と て

も満足だ"か ら"満 足 していない"ま での4件 法で回答 を求めた。

4河 野(2002)の 職 場 ス トレス 尺 度 に お い て は、 職 場 ス トレ ス の各 因 子 名 は 例 え ば"対 人 関係"と

い うよ う に""で 閉 じて標 記 され て い た 。 しか し、 他 の 変 数 の 表 記 に は初 出 を 除 き""を 用 い な

い こ と、 しか しなが ら、例 え ば、対 人 関係 、 との標 記 の み で は、 一 般 的 な意 味 で の対 人 関 係 と混 同

を来 す 恐 れ が あ る た め 、"対 人 関係"→ 対 人 関係 ス トレス とい う よ うに、 ス トレ ス を付 し""を 除

した因 子 名 を本 研 究 で は用 い る こ と と した。
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結 果

分析 方法

T1か らT2と も有効 回答が得 られ た236名 の デ ー タのみ を分 析 に使用 した。本研究 に

おけ る分析 は全て、統 計パ ッケー ジSPSS(Ver.11.5)お よ びAMOS4.0を 用 いて行 った。

就 職状況

有効 回答者236名 の 就 職先 は、 一般 企業、 サ ー ビス ・流 通、病 院 ・医療 、介 護 ・福祉 、

教 育機 関 ・幼稚 園 ・保 育 園、公 務員で あった。

各 測度 の検 討

就職不安 尺度15項 目につ いて藤井(1999)で 想 定 された3因 子 を指定 し因子分析(主

因子 法 ・プ ロマ ックス回転)を 行 った。因子 負荷量 が.30以 下 の項 目を削 除 した後、 再

び 因子 分 析 を行 い、 就 職活 動 不 安7項 目(α ニ.80)、 職 業 適性 不 安3項 目(α=.84)、

職 場不安4項 目(α ニ.80)を 確 定 した。 因子分析 の結果 をTable1に 示 す。確 認的 因子

分 析 を行 った ところ、指 標(GFI=.906、AGFI=.858、CFI=.926、RMSEA=.076)の

モ デル のデー タへ の適合性(豊 田,1998)は 悪 くなかった。

職場 ス トレス尺度22項 目について河野(2002)で 想 定 された4因 子 を指定 した因子

分析(主 因子 法 ・プ ロマ ックス 回転)を 行 った。 因子負荷 量 が.30以 下 の項 目お よび2

Table1就 職 不安尺度の因子分析結果

1 II 皿

1就 職活動不安

もし就職できなかったらどうしようと悩むことがあった

就職できるかどうか不安だった

自分が希望している会社に就職できるかどうか不安だった

自分の能力が活かせる職業に就けなかったらどうしようと思 うことがあった

就職活動のことを考えると気持ちが焦った

求人が全体に少ないことが気になった

自分の希望する職に就けるかどうか不安だった

1職 業適性不安

自分の興味がもてる職業が見つからず不安だった

どういった仕事に就けばよいか悩んだ

自分がどんな職業に向いているのかわからず不安だった

1・

一
.02

-
.05

.01

.02

.02

.26

1・

1.

.10

.09

.09

-
.07

.05

:咽:磐

皿 職場不安

職場の上司とうまく行かなかったらどうしようと思うことがある

職場の人間関係が不安だ

就職する会社が自分に向いているのか不安だ

社会 に出て仕事をきちんとやっていけるかどうか不安だった

一.13

-
.01

.11

.28-.12.03.16-.01.96.71.56.44
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Table2職 場 ス トレス尺度の因子分析結果

1 II 皿 IV

1対 人関係ストレス

同僚や上司の失敗が自分の責任にされる

同僚や上司があなたに対して感情的な言動をとることがある

同僚や上司が悪口を言ったり批判的な態度をとることがある

仕事の業績を評価されたり、比較される

職場の同僚や先輩が協力的でないことがある

職場の同僚と気が合わなかったり、感情的に対立することがある

同僚や上司と仕事のやり方や判断で意見が食い違うことがある

仕事を進める上での必要な情報や指示が与えられない

自分のやるべき仕事がない状態にある

顧客や得意先との関係が難しい

II妨 害的要素ス トレス

自分の仕事範囲が不明確な部分がある

本来の仕事にあまり関係のない仕事をしなければならないことがある

日常的な仕事と異なる仕事をすることがある

指示の変更やスケジュールの変更がある

雑用、会議、呼び出しなどで、仕事が妨げられてしまう

必要なときに、担当者がいないことや人員が足りない

給料が自分の仕事内容に見合っていないと感じる

皿 過度の負担ス トレス

仕事が困難で、行き詰ることがある

不慣れな仕事をしなければいけない

仕事の期限やノルマに追われることがある

責任の重い仕事を任されることがある

.891.Ol-.14-.04

.851-.06-.16.05

.851-.20.10.04

.681-.05.04.07

.631.12.05-.06

.551-.08.21.06

.441.11.12.07

.431.29.05-.03

.391.20-.14.13

.381-.02.10-.06

一
.051.781-.11-.01

-
.081.731-.05.10

.021.571.03.12

- .111.551.06.04

.071.501.12-.07

.211.431.06-.08

-
.011.321.07.17

一.10

.ol

.14

.11

一.141.81

.201.57

-
.011.54

.181.43

.25

1.

1・

一
.24

N能 力欠如感ス トレス

誰にでもできる仕事しか与えられない

責任のある仕事にっけない

.°1.°8.°4.93

.09.09.01.63

つ以上 の因子 において 因子負荷 量の高 い項 目を削 除 した後、再 び 因子分析 を行 い、対 人

関係 ス トレス10項 目(α=.88)、 妨 害的要 素 ス トレス7項 目(α=.79)、 過 度 の負担 ス

トレス4項 目(α ニ.74)、 能 力 欠如感ス トレス2項 目(α=.79)を 確 定 した。 因子 分析

の結果 をTable2に 示 す。確認 的因子分析 を行 った ところ、指標(GFI=.862、AGFI=.829、

CFIニ.890、RMSEAニ.064)で 、 モデルの デー タへの適合性(豊 田,1998)は 悪 くなか っ

た。

変数間 の相関お よび 基本統計 量

就職 活動 中(T1)、 入 職3～5カ 月後(T2)の 各 変数 間の相 関係 数お よび各変 数の

平均値 、標準偏 差 をTable3に 記 す。相 関係 数お よび基本 統計量 の分析 には各 項 目の得

点の合計 を項 目数 で除 した尺 度得点 を用 いた。就職へ の満足 感は、仕事へ の満足感 、職
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Table3変 数 間の相関係数 と各変数の平均値、標準偏差

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 平均値 標準偏差

①Tl就 職活 動不安

②Tl職 業適性 不安

③Tl職 場不安

④T2対 人関係ストレス

⑤T2妨 害的要素ストレス

⑥T2過 度 の負 担ス トレス

⑦T2能 力 欠如感 ス トレス

⑧T2就 職への満足感

⑨T2抑 うつ

⑩T2転 職願望

⑪T2退 職願 望

.44-

,..<._

.4836-

__._..

.oz 　　む 　　

・16:・ ・:r・ ・:L

.14.17.30

コ　　 ユむ ユ　

一 ・°8

,一 剛 一 …#h###

コ　 　 ロヨ　 ロヨ 　

°z.26.iz

__._
一
.021710

...49

54

...ヨ　

#hf37

.._

ヨヨ

16

..23

、評
###36

,..42

##f

41

・__3

1

28._.

13-

,.....30

._,-30_　 ###

4730-.61-

..〉.__　

13
._.11_,-51:::.39_　 ,.、
22.18-.54.45.69

2.95.65

2.44.91

3.00.74

3.11.89

2.81.78

3.27.88

2.56.96

2.91.74

44.018.10

1.72.67

1.65.76

p<.OSp<.Olp<.001

場への満足感、職場の人間関係についての満足感の3変 数の平均 を尺度得点として用い

た。また、抑 うつについては20項 目の合計点を抑 うつの度合いを示す得点とした。

T1の 就職不安3因 子 問、T2の ス トレス4因 子問にはそれぞれ、中程度の正の相関

がみ られた。就職への満足 感はいずれの変数 とも負 の相関を示 し、特にT2の 抑 うつ、

転職 ・退職願望 との間に比較的高い相関が認め られた。T2の 抑 うつ、転職願望、退職

願望との問にも、中程度か ら比較的高い相関がみ られた。

短大卒生 と四大卒生の平均値の差

各変数 における短大卒生、四大卒生の差を検証するためMANOVAを 行 った ところ、

両群に有意な相違があった(wilks'λ ニ.894,F(1,235)ニ2.40.〆.01)。 被験者間効果

の検定の結果 をTable4に 示す。就職活動中の就職不安3変 数の全てにおいて、四大卒

生のほうが短大卒生 よりも不安が有意に高かった。入職後 も四大卒生のほうが短大卒生

Table4各 変数へのMANOVA

短 大生(n=124) 四大 生(n=112)

平均 標準偏差 平均 標準偏差

Tl就 職 活動不安

Tl職 業適性不安

Tl職 場不安

T2対 人関係ストレス

T2妨 害的要素ストレス

T2過 度 の負担ス トレス

T2能 力欠如感ス トレス

T2就 職への満足感

T2抑 うつ

T2転 職願望

T2退 職 願望

3.03

2.56

3.08

2.98

2.84

3.22

2.62

2.84

44.94

1.74

1.72

.66

.95

.75

.97

.83

.87

.92

.SO

1・

.66

.82

2.85

2.30

2.90

3.25

2.77

3.31

2.50

2.98

42.98

1.70

1.58

.63

.85

.73

.77

.71

.90

1.00

.67

8.02

.68

.69

4.38*

5.04*

3.66+

5.55*

.41

.64

.81

2.28

3.49+

.27

1.91

キ を
p<.1,p<.05.
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よりも対人関係ス トレスが有意に高 く、抑 うつ も10%水 準で四大卒生のほうが有意に高

かった。

入職後のス トレス、職場への満足感に対する就職活動中の不安の影響

短大卒生、四大卒生における各変数問の因果関係を検証するため、T2の 各変数 を目

的変数、T1の3つ のス トレスを説明変数 として重回帰分析 を行った。結果をtable5に

示す。

Table5就 職後の職場ス トレス、就職後の満足感を目的変数とした重回帰分析結果

T2対人関係ス トレスT2妨 害的要素ス トレスT2過 度の負担ス トレスT2能 力欠如感ストレスT2就 職への満足感

短大生 四大生 短大生 四大生 短大生 四大生 短大生 四大生 短大生 四大生

T1就 職活 動不 安 一12-,18+02-.05

T1職 業適 性不 安.01 .16+1128★ 士

T1職 場 不安.28燃40燃.21+17+

RZ=06+RZ=19★ ★肉R2=.os`」 配2=.12★

β β

一
.05.01.10.05.11.09

.05.14-.01.08-.14-35士 轍

28触29鼎 一.060S-.13-20宵

雲Rz
=.08宵T」`L=.13=132=.02132=.02」 配2=.03」 配2=.18★ 無

∫フく.05,Pく01,Aく001

入職後のス トレスに対する就職活動中の就職不安の寄与 対人関係ス トレス、妨害的

要素ス トレス、過度の負担ス トレスにおいて、短大卒生、四大卒生とも決定係数(RZ)

は有意ではあったが、説明率は高 くなかった。職業適1生不安および職場不安が抑 うつに

対 して有意な寄与 を示 した。 また、対人関係ス トレスに対 しては、四大卒生のみ、10%

水準で就職活動不安が負の、職業適性不安が正の寄与を示 した。妨害的要素ス トレスに

おいても四大卒生のみ、職業適性不安が正の寄与を示 した。能力欠如感ス トレスに対 し

ては両群 とも、就職活動中のいずれの不安 も有意な寄与は示 さなかった。

就職への満足感に対する就職活動中の就職不安の寄与 短大卒生においては、就職へ

の満足感に対 し、いずれの就職活動中の不安 も有意な寄与を示 さなかった。一方、四大

卒生では、職業適性不安お よび職場不安が有意な負の寄与を示 した。

T2抑 うつ、転職願望、退職願望に対する各変数の寄与

T2抑 うつ、転職願望、退職願望に対するT1就 職不安、T2職 場ス トレスおよび職場

への満足感の寄与および決定係数(RZ)の 増加量 を調べ、入職後のス トレス ・初期満

足 を媒介因とした、就職不安 と抑うつ ・転退職願望との関係 を検討するため、階層的重

回帰分析 を行 った。第1段 階ではT1就 職不安の3変 数、第2段 階でT2職 場ス トレス

4変 数、第3段 階で職場への満足感をそれぞれ投入した。結果をTable6に 示す。

T2抑 うつを目的変数とした分析結果 短大卒生、四大卒生 とも、T2職 場ス トレス

4変 数を投入 した第2ス テップ、職場への満足感 を投入 した第3ス テップのいずれにお

いても、決定係数に有意な増分が認められた。

全ての変数 を投入 した後、短大卒生においてのみ、T1職 業適性不安が有意な寄与を

示 した(た だし10%水 準)。T2職 場ス トレスの中では、短大 ・四大卒生 とも、過度の
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Table6T2抑 うつ、T2転 職願望、T2退 職願望 を目的変数 とした重回帰分析結果

T2抑 うつ T2転 職願 望 T2退 職願 望

短大生 四大生 短大生 四大生 短大生 四大生

ステ ップ1

T1就 職活動不安

T1職 業適性不安

T1職 場不安

ステ ップ2

T1就 職活動不安

T1職 業適性不安

T1職 場不安

T2対 人関係 ス トレス

T2妨 害的要素 ス トレス

T2過 度の負担 ス トレス

T2能 力欠如感 ス トレス

R2変 化量

ステ ップ3

T1就 職活動不安

T1職 業適性不安

T1職 場不安

T2対 人関係 ス トレス

T2妨 害的要素ス トレス

T2過 度の負担ス トレス

T2能 力欠如感ス トレス

T2職 場への満足感

R2変 化量

一
.05.06

ナ ま
.21.23

.19+...26

R2=.10触RZ=.18　 士

一
.04

.19+

.03

.10

.09

.38燃

.16+

.05

.15

十
.17

1.

.12

.27

ユ9

R2ニ.39★ 触R2=.31鼎 虐

をナナ ナをナ

.29.13

.02

.13+

.03

.06

.oi

.23

.10

宍虐虐
一
.53

.06

.06

.13

-
.15

.02

.33

.14

★史由
一
.35

R2=.61鼎 肉RZ=.39★ 舘

まをナ ナをを

.22.08

一
.09-.22

ナ をナま
.26.31

.11.05

R2=.08★R2=.10

一
.08

.24

.05

.oi

十
.22

.06

-.05

一.20

.23

.03

.oi

六★

.36

-.14

.04

R2ニ.13★ 鰍1ビ2=.20鼎 ★

.06.10

一
.03

.19

.05

-
.02

.14

-
.07

-
.10

☆央需

.・

一
.18+

.11

-
.oi

-
.11

.22

-
.07

-
.03

★史兜
一
.47

R2=.31畑 肉R2=.34★ 舘

まをナ ままま

.18.14

★歯
一
.07-.25

肉★
.12.28

.05.16

R2=.01R2=.1ゴ 魯

一
.06-.25

.10.20

-
.06.13

.10-.02

六★
.03.31

.25-.09

.os.io

R2=.13史R2ニ.20★ ★

ナを ナ
.12.92

一
.oi

.05

-
.06

.07

-
.06

.11

.02

-
.50

一
.23

.10

.09

-
.12

.19+

一
.03

.03

雲決兜
一
.42

R2=.33無 六R2=.31★ 煽

ままを ナまま

.19.11

p<.05,p<.01,p<.001

負担ス トレスが有意な正の寄与 を示 した。 また、短大 ・四大卒生 とも、就職への満足感

は有意な負の寄与を示 した。

T2転 職願望を目的変数とした分析結果 短大卒生、四大卒生とも、T2職 場ス トレ

ス4変 数を投入 した第2ス テップ、職場への満足感を投入 した第3ス テップのいずれに

おいても、決定係数に有意な増分が認められた。

全 ての変数を投入 した後、短大卒生では、T1職 業適性不安が有意な正の寄与、四大
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卒生では、10%水 準なが ら就職活動不安が有意な負の寄与を示 した。T2職 場ス トレス

の中では、四大卒生で妨害的要素ス トレスが有意な正の寄与 を示 した。また、短大 ・四

大卒生 とも、就職への満足感は有意な負の寄与を示 した。

T2退 職願望を目的変数 とした分析結果 短大卒生、四大卒生 とも、T2職 場ス トレ

ス4変 数を投入 した第2ス テップ、職場への満足感を投入 した第3ス テップのいずれに

おいても、決定係数に有意 な増分が認められた。ただし、短大卒生においては、T1の

不安のみを投入 した第1ス テップにおいては、決定係数は有意でなかった。

全ての変数を投入 した後、短大卒生では、T2就 職への満足感以外 に有意な寄与は認

められなかった。一方 四大卒生では、妨害的要素 ス トレスが正の(た だ し10%水 準)、

就職活動不安お よび就職への満足感が有意な負の寄与を示 した。

考 察

本研究の目的は、短大卒生および四大卒生における ①就職活動中の就職不安が入職

後のス トレスお よび就職への満足感に与える影響 ②入職後のス トレスおよび就職への

満足感を媒介因とした、就職不安 と入職後の抑 うつおよび転職 ・退職願望との関係 を検

討す ることであった。以下、得 られた結果に基づいて、短大卒生 と四大卒生の共通点、

相違点に焦点づけ、考察する。

短大卒生 と四大卒生の共通点

就職活動中の不安 就職活動中の不安は、入職後のス トレス、就職への満足感に有意

に影響を与えていたものの、その説明率は総 じて大 きくなかった。入職後は、実際の仕

事や職場環境でのできごと等が主要なス トレス源 となるため、入職前に抱いた不安の影

響 はそれほど大 きくないのであろう。 しかし、特に職場不安が能力欠如感ス トレスを除

く入職後のいずれのス トレスに有意な影響 を与え続けていることも看過できない。職場

不安は、就職活動が終了 した後 も就職活動中とその大 きさに変化が見 られない(柴 田,

2006)こ とか ら、職場不安を抱いたまま入職 した場合、職場ス トレスに影響を与えるこ

とが考えられる。すなわち、職場の人間関係や勤め先への適応への不安が高い場合、実

際の職場 における対人場面な どに対す るネガテ ィブな解釈を招 き(五 十嵐 ら,2007)、

結果 として職場におけるス トレスを高めている可能性がある。職場不安はさらに、入職

後の過度の負担ス トレスに媒介 されて、抑 うつに影響を与えていることが明 らかとなっ

た。

入職後のス トレス、就職後の職場への満足感 短大卒生、四大卒生 とも、過度の負担

ス トレスが抑 うつ を有意に予測していた。過重労働は抑 うつの要因とされるが、初期適

応においても、 まだ慣れない職場での 「期限やノルマに追われる」、「不慣れな/責 任の
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重い仕事」などの負荷 は、抑 うつの予測因となりうることが示 された。一方で、過度の

負担ス トレスは転職 ・退職願望への有意な寄与を示 さなかった。ただ単に仕事に忙殺 さ

れるだけでは、少なくともこの時期においては、転退職の引 き金 とはならないことがう

かがわれる。

また、仕事や職場、職場での関係性への満足 で構戒 される就職後の職場への満足感に

は、不適応の指標 とした抑うつ、転職願望、退職願望のいずれをも低減 させる効果がみ

られた。

短大卒生 と四大卒生の相違

各変数の平均 を比較 した ところ、就職活動中の不安に関しては、四大卒生のほうが、

短大卒生 よりもいずれの不安でも値が高かった。これに比 して、入職後の各変数につい

ては、対人関係ス トレスおよび抑 うつを除いては両者に有意な差はなかった。

四大卒生に見られた特徴 四大卒生においては、就職活動中の職業適性不安および職

場不安が、就職への満足感に対 して負の影響 を与えていた。上述のように、就職への満

足感は初期適応に関係することが本研究の結果か らも明 らかであ り、それを阻害する職

業適性不安、職場不安 を緩和するべ く介入 を行うことが、特に四大生において必要であ

ろう。

一方で、就職活動不安が転 ・退職願望を抑制する効果も四大卒生には見 られた(table

6)。 就職活動不安が就職活動中のス トレスや抑 うつ と強い関係 を持つ(藤 井,1999)

など、就職不安は就職活動に阻害的な影響 を与えるとの知見が大半である(松 田 ・新井 ・

佐藤,2010)が 、就職不安が高いほど活動量が増加するとの知見も見 られる(加 藤 ・柴

田,2005)。 本研究においても、就職活動不安が就職活動のみならず、その後のキャリ

ア設計において も、転職願望や退職願望に歯止めをかける要因となることが見出された。

「就職で きるか どうかが不安だ」、「能力が活かせる職業に/希 望する職 につけなかった

らどうしよう」などの就職活動の首尾に関する就職活動不安は、その不安 を軽減するた

めの情報検索や活動を促 し(加 藤 ・柴田,2005)、 その結果、ある程度納得のできる就

職をすることができ、結果 として転職 ・退職願望の低 さにつながっていることが考えら

れる。

また四大卒生の場合、入職後の妨害的要素ス トレスが転職および退職願望に正の関係

を持つことが明 らかとなった。四大卒生は、4年 間の学業の中で専門性を滴養 してきた

点が、短大卒生 と異なる利点となる。その一方で、そのような専門性が活かされずに「本

来の仕事にあまり関係のない」雑事に追われた り、専門性 と仕事範囲との関連性が不明

確である場合 に妨害的要素ス トレスが生起 した場合、「この職場での仕事 は本当に自分

の力が発揮で きるのか」との懸念につなが り、転退職願望が醸成されることが考えられ

る。
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就職不安が入職後の適応に与える影響

短大卒生に見 られた特徴 短大卒生では職場不安、四大卒生では職場不安と職業適性

不安が、入職後の妨害的要素ス トレスに媒介されて、転職願望 に影響を与えていること

が明 らかとなった。

まとめ

就職活動中の職業適性不安および職場不安は入職後の初期適応に否定的な影響を与え

る可能性があること、一方で、四大卒生 においては、就職活動不安は転 ・退職願望 を抑

制する効果を持つ ことが、本研究では明らか となった。近年は、パーソナルコンピュー

ターを用いた事務処理の普及もあ り、短大卒生、四大卒生の仕事内容には大きな差がな

くなってきた と言われる。また、就職活動 自体 も、短大卒生 と四大卒生 との問に基本的

相違はないとの言説 も聞かれる。また、就職率もほぼ同率である(文 部科学省,2013)。

そのような中で、 このような両者の違いの一つに、就職活動が可能な期間および年齢的

成熟が関係することが考えられる。両者の相違については、他の観点からのさらなる検

証が今後必要であろう。

最後に、本研究の限界について述べる。本研究では、職場における不適応の指標 とし

て抑 うつ、転職願望、退職願望を用いた。しか し、これ らの指標 は各ス トレス、職場へ

の満足感と同時点データであ り、本来は因果関係を論 じることにはなじまない。今後の

研究 においては、因果関係をより明確にす るためにも、さらなる縦断研究が望ましい。

また、本研究においては、T2の 調査時期が入職後3～5カ 月後 と、比較的に就職 して

問もない時期であった。つ まりは、真に職場になじみ、職場や仕事内容 について評価す

るには職場での経験がまだ浅い可能性がある。これらも含めて、少なくとも就職後1年

近い時期 まで追跡調査 し、本研究で得 られた初期適応に影響 を与える要因について吟味

する必要がある。
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